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米COMEかほく協同組合

町の高品質農産物をブランド化により全国に販売拡大

■背景・目的
地域の農業者は高齢化や米価下落など様々な問題を抱えており、共同で問題解決に取り組む意識が薄かった。当地域は

高品質の農産物が収穫されており、町や商工会のアドバイスを受けながら、「商品としていかにして売るか」というブラン
ド化に向けた取組みに着手し、組合を設立する運びとなった。
■取組みの手法と内容

組合員農家と賛助会員から米を集荷し、主に町のふるさと納税返礼品としての販売及び都内にオープンした町のアン
テナショップでの販売を行っている。農家は農作物を作ることに注力しがちであるが、アドバイスを受けたことで顧客視
点の重要性に気づかされ、ブランド構築の取組みをすすめることとなった。商工会の専門家派遣事業を活用して、ロゴや
ネーミングを検討した結果、「いいなこっす」のネーミングと清流をイメージしたロゴマークを作成した。

ふるさと納税返礼品としての販売は安定的に推移しているが、リピーターは少なく、また他の販路も乏しい。このため
新たな取引先の開拓のために、食品関係の展示会などに出展したところ、品質などを評価されて引き合いはあったが、取
引希望量が桁違いに大きいため対応できないこともあった。
■成果とその要因

農家の現状を何とかしたいという代表者らの意識の高さが出発点であり、その手法として専門家の指導を活用してブ
ランド構築に取り組んだことが大きな成功要因といえる。これまではふるさと納税返礼品という安定した販路が確保さ
れてきたが、今後はアンテナショップやネットショップ等を通じてブランドのファンを作り、米以外の農産物の販売も拡
大することが期待される。

農家の意識を「売ること」を起点とした発想に変え、地域農産物のブランド化を推進するとともに、町や商工
会と連携して安定的な販路を確保していることが成功要因といえる。
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